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一
、
は
じ
め
に

人
面
瘡
は
、
体
に
現
れ
る
人
の
顔
の
よ
う
な
瘡
で
、
笑
っ
た
り
話
し
た
り
し

て
、
酒
を
飲
み
食
べ
物
も
食
べ
る
と
い
う
不
思
議
な
病
気
で
あ
る
。
人
面
瘡
に

関
す
る
説
話
は
多
数
あ
り
、
そ
の
初
見
と
さ
れ
る
唐
・
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』

に
お
い
て
は
、
江
左
の
商
人
の
腕
に
人
面
瘡
が
出
現
し
、
貝
母
に
よ
っ
て
退
治

さ
れ
た
話
が
見
え
、
後
世
の
書
物
に
も
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
後
述
す
る
が
、
仏
教
関
係
の
書
物
に
お
い
て

は
、
唐
代
の
悟
達
国
師
知
玄
に
ま
つ
わ
る
伝
承
に
、
彼
が
呉
楚
七
国
の
乱
で
晁

錯
を
讒
言
に
よ
っ
て
死
に
至
ら
し
め
た
袁
盎
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
る
た
め
、

人
面
瘡
が
出
た
と
い
う
話
も
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
話
は
こ
と
ご
と
く
日

本
に
伝
来
し
、
人
面
瘡
は
日
本
に
お
い
て
「
ま
ん
ま
く
ひ
」、「
膝
和
郎
」
と
い

う
俗
名
で
も
呼
ば
れ
て
奇
病
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
浅
井
了

意
『
伽
婢
子
』（
一
六
六
六
年
刊
）
の
「
人
面
瘡
」
を
は
じ
め
、
と
り
わ
け
近

世
の
書
物
に
人
面
瘡
の
話
が
散
見
さ
れ
る
。

湯
浅
佳
子
氏
は
江
戸
時
代
の
文
芸
作
品
を
中
心
に
人
面
瘡
に
関
係
す
る
説
話

を
網
羅
的
に
調
査
し
て
い
る
が
）
1
（

、『
酉
陽
雑
俎
』
に
お
け
る
話
、
悟
達
国
師
知

玄
の
説
話
及
び
そ
の
内
容
や
趣
旨
を
踏
襲
し
た
も
の
が
調
査
対
象
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
。
湯
浅
氏
が
調
査
し
た
資
料
以
外
に
も
実
は
人
面
瘡
説
話
が
近
世

に
は
多
数
あ
り
、
例
え
ば
林
羅
山
『
幽
霊
之
事
』（
一
六
二
四
〜
四
四
年
成
立
）、

独
庵
玄
光
『
善
悪
現
験
報
応
編
』（
一
六
八
七
年
刊
）
と
蔀
遊
燕
『
和
漢
故
事

文
選
』（
一
七
一
八
年
刊
）
に
は
、
袁
盎
、
晁
錯
と
い
っ
た
標
題
で
人
面
瘡
説

話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
ら
の
書
物
に
は
、
仏
書
な
ど
の
ほ
か
に
、

善
書
が
出
典
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

善
書
ま
た
は
勧
善
書
と
は
、
そ
の
書
名
の
通
り
善
を
勧
め
る
書
物
で
、
中
国

で
は
宋
代
以
降
、
こ
と
に
明
代
に
流
行
し
た
、
民
衆
を
対
象
に
し
た
道
徳
書
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
日
本
に
も
伝
わ
っ
た
が
、
上
述
し
た
近
世
の
書
物

の
編
者
は
、
い
か
な
る
善
書
に
依
拠
し
て
人
面
瘡
説
話
を
入
手
し
、
利
用
し
た

の
か
。
ま
た
人
面
瘡
説
話
と
善
書
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
か
。

近
世
の
人
面
瘡
説
話

│
│
善
書
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
│
│

伊
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本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
袁
盎
・
晁
錯
と
い
っ
た
タ

イ
ト
ル
を
有
す
る
近
世
の
人
面
瘡
説
話
と
し
て
『
幽
霊
之
事
』『
善
悪
現
験
報

応
編
』『
和
漢
故
事
文
選
』
を
取
り
上
げ
、
そ
の
様
相
を
検
討
す
る
。
そ
の
上
で
、

善
書
な
ど
と
の
関
係
を
指
摘
し
つ
つ
、
近
世
に
お
け
る
人
面
瘡
説
話
の
受
容
の

一
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
近
世
説
話
に
お
け
る
善
書
の
重
要
性
を
考
え
た
い
。

二
、『
幽
霊
之
事
』
に
お
け
る
人
面
瘡
説
話

ま
ず
は
『
幽
霊
之
事
』
に
お
け
る
人
面
瘡
説
話
を
見
て
み
よ
う
。『
幽
霊
之

事
』
は
林
羅
山
（
一
五
八
三
〜
一
六
五
七
）
撰
と
さ
れ
る
書
物
で
あ
る
。
林
羅

山
は
言
う
ま
で
も
な
く
江
戸
初
期
の
儒
学
者
で
あ
り
、
家
康
を
は
じ
め
歴
代
の

将
軍
に
仕
え
た
林
家
の
始
祖
で
あ
る
。『
幽
霊
之
事
』
に
つ
い
て
は
、
羅
山
の

「
編
著
書
目
」
に
見
え
な
い
が
、「
仙
鬼
狐
談
三
巻
」
と
「
怪
談
二
巻
」
は
著
録

が
あ
り
、「
寛
永ノ

末
年
、幕
府
御
不
例
時
応シp

教ニ

献スp

之ヲ

、為メ
ナ
リ

p

被レ
ンp
慰セw
御
病
心ヲq

也
」

（『
羅
山
林
先
生
集
附
録
』
巻
四
、
五
八
頁
、
平
安
考
古
学
会
、
一
九
二
一
）、

即
ち
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
病
気
の
慰
め
と
し
て
先
述
し
た
二
書
が
献
上
さ
れ

た
も
の
と
す
る
。『
仙
鬼
狐
談
』
は
さ
ら
に
「
仙
談
」「
鬼
談
」「
狐
談
」
に
分

け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
、「
鬼
談
」
は
『
幽
霊
之
事
』
に
相
当
す
る
と
さ
れ

る
）
2
（

。『
幽
霊
之
事
』
は
同
じ
林
羅
山
撰
と
さ
れ
る
翻
訳
説
話
集
で
、
近
世
初
期

に
成
立
し
た
『
怪
談
全
書
』
と
同
様
の
出
典
表
記
の
形
式
を
有
し
て
お
り
、『
怪

談
全
書
』
の
前
篇
と
指
摘
さ
れ
る
）
3
（

。
こ
の
『
幽
霊
之
事
』
に
は
、「
李
夫
人
」「
倩

女
」
な
ど
幽
霊
に
関
す
る
も
の
二
十
話
を
録
し
て
い
る
が
、
中
に
は
、

「
晁テ
ウ
ソ錯

」
と
い
う
標
題
で
次
の
よ
う
な
話
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

①
漢カ
ン

の
景ケ
イ

帝テ
イ

、
二
人
の
臣
あ
り
、
一
人
は
晁テ
ウ
ソ錯

、
一
人
は
袁ヱ
ン

盎ア
ウ

と
云
。ミ
カ
ト帝テ

イ

、

一イ
チ

門モ
ン

の
国コ
ク

主シ
ユ

、
み
な
余ア
マ
リに

大タ
イ

名ミ
ヤ
ウな

れ
は
、
其ソ
ノ

知チ

行キ
ヤ
ウを

分ワ
ケ

さ
き
て
、
謀ム

叛ホ
ン

の

心
な
き
や
う
に
、
せ
ら
る
ヘ
し
と
、
晁テ
ウ
ソ錯

、
ひ
そ
か
に
、
秦ソ
ウ

聞モ
ン

す
。
帝テ
イ

、

此コ
ノ

儀ギ

、
可
然
と
思オ
ボ

召シ
メ

す
処ト
コ
ロに

、
い
か
ゝ
し
て
、
は
や
洩モ
レ

た
り
け
ん
、
七
ヶ

国
の
大タ
イ

名ミ
ヤ
ウ、

一イ
チ

味ミ

し
て
謀ム

叛ホ
ン

す
。
此
時
、
袁ヱ
ン

盎ア
ウ

、
勅
チ
ヨ
ク

使シ

と
し
て
、
彼カ
ノ

国
ヘ

行ユ
キ

む
か
ひ
、
帰
カ
エ
リ

来キ
タ
リて

、
直ヂ
キ

に
奏ソ
ウ

し
け
る
は
、
此
事
、
晁チ
ヤ

錯ウ
ソ

よ
り
、
お
こ
れ

り
、
速
ス
ミ
ヤ
カに

、
晁
錯
を
誅チ
ウ

せ
ら
れ
は
、
無
事
な
る
へ
し
と
、
云
。
帝テ
イ

、
此
事

を
、
大
事
と
思
ふ
、
故ユ
ヘ

に
、
忽
タ
チ
マ
チ、

勅チ
ヨ
ク

有
て
、
晁
錯
を
、
市イ
チ

に
つ
か
は
し
て
、

切キ
リ

殺コ
ロ

す
。
其
後
、
別ヘ
チ

の
勅
チ
ヨ
ク

使シ

か
へ
る
時
に
、
帝
、
既ス
テ

に
、
晁テ
ウ
ソ錯

を
誅チ
ウ

す
る

ゆ
へ
に
、
兵
ヒ
ヤ
ウ

乱ラ
ン

有
へ
か
ら
す
と
、
仰
け
れ
は
、
件ク
ダ
ンの

使シ

者シ
ヤ

、
さ
や
う
に
は
、

あ
ら
す
、
七
ヶ
国
の
隠ヲ
ン

謀ホ
ウ

は
、
年ト
シ

久ヒ
サ

し
き
企
ク
ハ
タ
テ

也
、
晁テ
ウ
ソ錯

ゆ
へ
に
あ
ら
す
と
、

答コ
タ
ヘけ
れ
は
、
帝テ
イ

、
甚
、
後カ
ウ

悔ク
ハ
イす
。
さ
て
、
周シ
ウ

亜ア

夫フ

と
云
大タ
イ

将シ
ヤ
ウを
、
つ
か
は

し
、
合カ

戦セ
ン

し
て
、
七
ヶ
国
を
、
ほ
ろ
ほ
し
、
天
下
静セ
イ

謐ヒ
ツ

す
。
②
其
後
、
六

百
年
余ア
マ
リ

過ス
キ

て
、
唐タ
ウ

の
代ヨ

に
、
悟ゴ

達タ
ツ

国コ
ク

師シ

と
云
僧ソ
ウ

あ
り
、
人ジ
ン

面メ
ン

瘡ソ

を
病ヤ
メ

り
、

此コ
ノ

瘡カ
サ

の
形カ
タ
チ、
人
の
面ヲ
モ
テの
こ
と
く
に
て
、
目メ

鼻ハ
ナ

口ク
チ

そ
な
は
り
、
物
を
の
み
く

ひ
、
よ
く
物
を
い
ふ
、
種シ
ユ

々
治ジ

す
れ
共
、
久ヒ
サ

し
く
愈イ
ヘ

す
。
或
時
、
あ
や
し

き
、
つ
け
あ
り
て
、
菩ホ

薩サ
ツ

泉セ
ン

の
水
に
て
、
あ
ら
は
ゝ
、
平ヘ
イ

愈ユ

す
へ
し
と
、

聞
て
、
国コ
ク

師シ

、
則
ス
ナ
ハ
チ、
其
泉イ
ツ
ミへ
趣オ
モ
ムく
時ト
キ

、
人ジ
ン

面メ
ン

瘡ソ

口ク
チ

を
ひ
ら
き
、
大ヲ
ヽ
イに
声コ
ヱ

を

上ア
ケ

、
云イ
ヒ

け
る
は
、
国
師
、
汝ナ
ン
チ、
昔
、
袁ヱ
ン

盎ア
ウ

か
晁
錯
を
殺コ
ロ

す
事
を
、
き
く
や
。

国
師
、
是
を
聞
と
、
答
ふ
。
人
面
瘡
、
重カ
サ
ネ
て
、
国コ
ク

師シ

は
袁
盎
、
我
は
是コ
レ

晁テ
ウ
ソ錯
な
り
、
昔ム
カ
シの
う
ら
み
を
、
報ム
ク

ひ
ん
と
て
、
汝
を
、
く
る
し
む
、
と
、
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い
へ
と
も
、
此
水
に
、
あ
ら
は
れ
な
は
、
い
か
ゝ
あ
ら
ん
と
、
云
。
国コ
ク

師シ

、

遂ツ
イ

に
、
水
に
て
洗ア
ラ
ヒて

、
平ヘ
イ

愈ユ

す
。
③
一イ
ツ

説セ
ツ

に
は
、
国
師
、
夢ユ
メ

に
、
一
の
タ
マ玉

キ
ヨ
ク

、

股コ

に
モ
ヽ

入イ
リ

て
、
甚
痛イ
タ
ムと

み
て
、
さ
め
て
、
み
れ
は
、
股モ
ヽ

の
間
に
、
玉
の
こ
と

く
な
る
物
生
す
、
其
玉
の
面
に
、
晁
錯
の
二ニ

字ジ

有
、
国
師
、
此
苦ク

痛ツ
ウ

に
寄ヨ
リ

て
、
遂ツ
イ

に
死シ

す
。
仏フ

ツ

祖ソ

統ト
ウ

記キ

、
編ヘ

ン

年ネ
ン

通ツ
ウ

論ロ
ン

に
、
載ノ

セ

た
り
。

（『
假
名
草
子
集
成
』
第
十
二
巻
（
三
一
八
〜
三
一
九
頁
、
底
本
は
長
澤

孝
三
氏
蔵
ひ
ら
が
な
写
本
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
一
）。
本
文
の
引
用

に
あ
た
っ
て
は
、
片
仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
。
ル
ビ
は
使
用
テ
キ
ス
ト

に
従
っ
た
。
傍
線
、
記
号
な
ど
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）

こ
こ
で
は
漢
景
帝
の
時
の
二
人
の
臣
下
、
袁
盎
と
晁
錯
の
話
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
大
き
く
引
用
文
中
に
数
字
で
示
し
た
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
察
す

る
。
①
は
、
七
国
の
大
名
が
謀
反
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
袁
盎
は
こ
れ
が
晁
錯

の
仕
業
だ
と
主
張
し
て
晁
錯
を
殺
す
よ
う
進
言
し
た
が
、
帝
は
晁
錯
を
殺
し
て

も
収
束
し
な
い
た
め
、
七
国
の
陰
謀
は
晁
錯
と
無
関
係
だ
と
後
悔
し
、
最
後
に

七
国
を
滅
ぼ
し
て
乱
を
収
め
た
話
で
あ
る
。
②
で
は
、
六
百
年
余
り
後
、
唐
代

に
悟
達
国
師
と
い
う
僧
が
い
た
が
人
面
瘡
を
病
ん
で
久
し
く
癒
え
な
い
。
菩
薩

泉
の
水
で
洗
え
ば
治
る
と
聞
い
て
そ
こ
へ
赴
く
時
、
人
面
瘡
は
大
声
で
彼
を
と

め
、
国
師
は
袁
盎
、
自
身
は
晁
錯
、
昔
の
恨
み
を
報
い
る
た
め
に
国
師
を
苦
し

め
た
と
告
げ
た
。
国
師
は
遂
に
水
で
洗
っ
て
平
癒
し
た
と
あ
る
。
③
は
続
い
て

一
説
に
は
国
師
の
夢
に
一
の
玉
が
股
に
入
っ
て
痛
く
な
り
、
そ
の
面
に
は
晁
錯

の
二
字
が
あ
っ
た
が
、
国
師
は
遂
に
苦
し
ん
で
死
亡
し
た
と
述
べ
る
。
大
別
す

る
と
①
は
袁
盎
・
晁
錯
の
話
、
②
③
は
袁
盎
の
後
身
と
さ
れ
る
悟
達
国
師
の
話

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

袁
盎
（
？
〜
紀
元
前
一
四
八
）、
ま
た
は
爰
盎
は
、
字
は
糸
、
前
漢
楚
の
人
。

文
帝
の
時
は
郎
中
で
あ
っ
た
。
宦
官
が
皇
帝
の
車
に
陪
乗
す
る
こ
と
を
注
意
し

た
り
、
戚
夫
人
が
呂
皇
后
に
殺
さ
れ
た
事
例
を
述
べ
て
慎
夫
人
が
皇
后
と
同
列

に
座
る
こ
と
を
諫
め
る
な
ど
、
度
々
直
言
を
も
っ
て
朝
廷
に
信
頼
さ
れ
た
。
と

り
わ
け
後
者
は
有
名
で
、『
蒙
求
』
に
も
「
袁
盎
却
座
」
と
見
え
る
。
晁
錯
（
紀

元
前
二
〇
〇
〜
紀
元
前
一
五
四
）
は
前
漢
潁
川
の
人
。
若
い
頃
法
家
を
学
び
、

文
帝
の
命
で
伏
生
よ
り
『
尚
書
』
も
学
ん
だ
。『
蒙
求
』
に
「
晁
錯
峭
直
」
と

あ
る
ほ
ど
真
正
直
な
性
格
で
あ
っ
た
。
太
子
の
教
育
を
担
当
し
た
た
め
、
篤
く

信
頼
さ
れ
、
智
囊
と
号
し
た
。
太
子
（
景
帝
）
が
即
位
す
る
と
重
用
さ
れ
、
諸

侯
王
の
勢
力
を
削
る
政
策
を
進
め
た
が
、
却
っ
て
反
発
を
買
っ
て
呉
楚
七
国
の

乱
（
紀
元
前
一
五
四
）
に
至
っ
た
。
袁
盎
は
晁
錯
と
不
仲
で
、
反
乱
の
原
因
を

晁
錯
の
政
策
に
あ
る
と
景
帝
に
進
言
し
、
晁
錯
を
殺
す
よ
う
勧
め
、
景
帝
は
そ

れ
に
従
っ
て
晁
錯
に
腰
斬
刑
を
下
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
乱
は
収
ま
ら
ず
、

最
後
は
周
亜
夫
な
ど
に
よ
っ
て
鎮
圧
さ
れ
た
。
袁
盎
・
晁
錯
の
伝
記
を
収
載
す

る
『
史
記
』
巻
一
〇
一
「
袁
盎
晁
錯
列
伝
第
四
一
」
及
び
『
漢
書
』
巻
四
九
「
爰

盎
晁
錯
伝
第
一
九
」
な
ど
に
お
け
る
以
上
の
経
緯
と
同
様
、
①
に
お
い
て
は
、

呉
楚
七
国
の
乱
や
二
人
の
軋
轢
が
簡
潔
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

次
に
②
③
で
は
袁
盎
の
生
ま
れ
変
わ
り
、
悟
達
国
師
の
話
に
な
る
。
悟
達
国

師
知
玄
（
八
〇
九
〜
八
八
一
）
は
俗
姓
は
陳
氏
、
眉
州
洪
雅
の
人
。
十
代
に
蜀

で
説
法
し
、
陳
菩
薩
と
号
し
た
。
そ
の
後
、
唐
の
皇
帝
に
厚
遇
さ
れ
、
悟
達
国

師
の
号
を
受
け
た
。『
宋
高
僧
伝
』
な
ど
に
伝
記
が
あ
る
。
し
か
し
、
正
史
や
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袁
盎
・
晁
錯
に
関
係
す
る
書
物
の
何
れ
に
も
悟
達
国
師
や
人
面
瘡
と
の
関
係
は

見
い
だ
せ
な
い
。
そ
れ
で
は
、
林
羅
山
は
ど
こ
か
ら
こ
の
逸
話
を
取
材
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。『
幽
霊
之
事
』
の
最
後
に
「
仏
祖
統
記
、
編
年
通
論
」
と
話
の

出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
手
掛
か
り
に
な
る
）
4
（

。
そ
こ
で
ま
ず
、
南
宋
・

釈
志
磬
『
仏
祖
統
紀
』
を
み
る
と
、
関
連
す
る
内
容
が
二
箇
所
に
あ
る
。

僖
宗
。
知
玄
国
師
見e

一
珠
入w

左
股q

痛
甚
。
上
有w

晁
錯
二
字z

玄
知w

宿
業q

即
右
脇
而
逝
。
世
称w

玄
是
袁
盎
後
身q

〈
云
云
〉。

（『
仏
祖
統
紀
』
巻
五
二
・
歴
代
会
要
志
・
宿
命
前
身
）

中
和
元
年
。
黄
巣
犯w

長
安z
自
号w

大
斉z

上
幸w

成
都z

詔w

知
玄
国

師q

赴
行w

在
所q

引
対
大
説
。
上
自
製
号w
悟
達
国
師z

留w

行
宮q

久
之
辞

帰w

九
隴z

定
中
見w

菩
薩
摩p

頂
説
法z
言
訖
即
隠
。
俄
見e

一
珠
入w

玄

左
服z

隆
起
痛
甚
。
上
有w

晁
錯
二
字z

玄
知w
夙
業z

即
右
脇
安
臥
而
逝
。

（『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
二
・
法
運
通
塞
志
・
僖
宗
）

（
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
九
冊
・
二
〇
三
五
、
巻
五
二
（
四
五
五
ｂ
二
二
）、

巻
四
二
（
三
八
九
ｂ
〇
五
）、
大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
）。
本
文
の
引
用
に

あ
た
っ
て
は
、
句
読
点
、
訓
点
な
ど
を
適
宜
施
し
た
。
旧
字
は
常
用
字
体

に
改
め
た
。
割
注
は
〈
〉
の
中
に
入
れ
た
。
以
下
同
様
）

『
仏
祖
統
紀
』
に
お
い
て
、
一
珠
が
知
玄
の
左
股
（
左
服
）
に
入
っ
て
痛
く

な
り
、
そ
の
上
に
晁
錯
と
い
う
二
字
が
あ
っ
た
た
め
、
知
玄
は
そ
れ
が
宿
業
に

よ
る
も
の
だ
と
知
り
、
そ
の
後
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
「
編
年
通
論
」、

即
ち
宋
・
祖
琇
撰
『
隆
興
編
年
通
論
』
巻
二
七
の
唐
の
知
玄
法
師
の
箇
所
に
お

い
て
は
、

帝
素
重w

其
名a

引
対
大
悦
、
賜
号w

悟
達
国
師a

留w

行
宮q

久
之
。
辞
帰w

九
隴z

忽
定
中
見e

菩
薩
降w

其
室a

摩w

玄
頂a

演w

深
妙
音q

而
慰
安p

之
、

言
訖
即
隠
。
俄
一
珠
入w

玄
左
股a

隆
起
楚
甚
。
上
有w

晁
錯
二
字a

玄
知w

夙
債q

也
。
即
右
脇
安
臥
而
逝
。（
後
略
）

（
新
纂
大
日
本
続
蔵
経
第
七
五
冊
・
一
五
一
二
、
巻
二
七
（
二
四
四
ｂ
〇

三
頁
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
〜
一
九
八
九
）

と
あ
り
、
一
珠
が
知
玄
の
左
股
に
入
っ
て
膨
ら
ん
だ
が
、
そ
の
上
に
晁
錯
の
二

字
が
あ
り
、
知
玄
は
そ
れ
が
「
夙
債
」
だ
と
知
っ
て
亡
く
な
っ
た
と
あ
る
。
示

さ
れ
た
引
用
元
の
『
仏
祖
統
記
』
と
『
編
年
通
論
』
は
何
れ
も
③
の
話
と
同
類

の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
で
き
る
。

残
さ
れ
た
疑
問
は
②
の
話
で
あ
る
。
悟
達
国
師
知
玄
に
ま
つ
わ
る
話
は
多
数

あ
る
が
、
中
に
は
知
玄
撰
と
さ
れ
る
）
5
（

『
慈
悲
水
懺
法
』
の
序
文
、
す
な
わ
ち
北

宋
に
成
立
し
た
「
慈
悲
道
場
水
懺
序
」（
以
下
、「
水
懺
序
」）
に
お
い
て
は
、

以
下
の
話
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

昔
唐
懿
宗
朝
有w

悟
達
国
師
知
玄
者z

未p

顕
時
嘗
与w

一
僧q

邂-w

逅
於
京

師z

忘w

其
所p

寓
之
地z

其
僧
乃
患w

迦
摩
羅
疾z

衆
皆
悪p

之
。
而
知
玄

与p

之
為p

隣
時
時
顧
問
略
無w

厭
色z

因p

分p

袂
其
僧
感w

其
風
義z

祝

p

之
曰
。
子
向
後
有p

難
可i

往w

西
蜀
彭
州
茶
隴
山q

相
尋n

其
山
有w

二

松q

為p

誌
。
後
悟
達
国
師
居w

安
国
寺q

道
徳
昭
著
。
懿
宗
親
臨w

法
席z

賜w
沈
香q

為w

法
座z

思
渥
甚
厚
。
自p

爾
忽
生w

人
面
瘡
於
膝
上z

眉
目

口
歯
俱
備
。毎i

下p

以w

飲
食q

餧t

之
則
開p

口
吞
啖
与p

人
無p

異
。遍
召w

名
医q

皆
拱p
手
黙
黙
。
因
記w

昔
日
同
住
僧
之
語z

竟
入p

山
相
尋
。
値w
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天
色
已
晩q

彷
徨
四
顧
。
乃
見w

二
松
於
煙
雲
間z

信w

期
約
之
不o

誣
。
即

趨w

其
所z

崇
楼
広
殿
金
碧
交
輝
。
其
僧
立w

於
門
首z

顧
接
甚
歓
。
因
留

p
宿
。
遂
以p

所p

苦
告p

之
。
彼
云
無p

傷
也
。
巌
下
有p

泉
明
旦
濯p

之
即
愈
。

黎
明
童
子
引
至w

泉
所q

方
掬p

水
間
。
其
人
面
瘡
遂
大
呼
未p

可p

洗
。
公

識
達
深
遠
考-w
究
古
今z

曽
読w

西
漢
書
袁
盎
晁
錯
伝q

否
。
曰
曽
読
。
既

曽
読p

之
寧
不p
知e
袁
盎
殺w

晁
錯q

乎
。
公
即
袁
盎
吾
即
晁
錯
也
。
錯
腰-w

斬
東
市q

其
冤
為w
何
如q
哉
。
累
世
求p

報w

於
公q

而
公
十
世
為w

高
僧z

戒
律
精
厳
報
不p

得w

其
便z
今
汝
受w

人
主
寵
遇q

過p

奢
。
名
利
心
起
。

於p

徳
有p

損
。
故
能
害p

之
。
今
蒙e
迦
諾
迦
尊
者
洗p

我
以w

三
昧
法
水z

自p

此
以
往
不w

復
与p

汝
為o

冤
矣
。
悟
達
聞p

之
凜
然
魂
不p

住p

体
。
連

忙
掬p

水
洗p

之
。
其
痛
徹p

髄
絶
而
復
甦
。
覚
来
其
瘡
不p

見
。

（
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
四
五
冊
・
一
九
一
〇
、
巻
上
（
九
六
八
ｂ
〇
四
、

大
蔵
出
版
、
一
九
八
八
）

悟
達
国
師
知
玄
は
か
つ
て
病
僧
を
助
け
た
た
め
、
禍
難
が
あ
れ
ば
訪
ね
る
よ

う
に
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
知
玄
は
懿
宗
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
が
、
膝
上

に
人
面
瘡
が
出
現
し
た
。
眉
目
口
歯
す
べ
て
揃
い
、
飲
食
す
る
こ
と
人
と
同
じ

で
あ
る
。
名
医
は
み
な
匙
を
投
げ
た
た
め
、
そ
こ
で
病
僧
の
話
を
思
い
出
し
て

訪
ね
た
と
こ
ろ
、
巌
下
の
泉
で
洗
え
ば
治
る
と
言
わ
れ
た
。
翌
日
、
泉
水
で
洗

お
う
と
し
た
時
、
人
面
瘡
が
叫
ん
で
と
め
て
問
う
た
、
西
漢
書
の
袁
盎
晁
錯
伝

を
読
ん
だ
か
と
。
知
玄
は
読
ん
だ
と
い
っ
た
。
そ
し
て
人
面
瘡
は
、「
そ
れ
な

ら
ば
な
ぜ
袁
盎
が
晁
錯
を
殺
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
の
か
、
君
は
袁
盎
、
我
は

晁
錯
、
無
実
の
罪
の
代
償
を
払
う
よ
う
十
度
転
生
し
て
も
追
い
か
け
て
き
た
。

君
は
十
世
の
高
僧
で
あ
る
が
、
名
利
心
が
起
こ
っ
た
今
、
つ
い
に
害
を
な
す
こ

と
が
で
き
た
。
三
昧
法
水
で
洗
わ
れ
れ
ば
今
後
は
君
に
恨
み
を
な
す
こ
と
は
し

な
い
」
と
言
っ
た
。
知
玄
は
恐
怖
に
慄
き
な
が
ら
瘡
を
洗
い
、
そ
の
痛
み
で
気

絶
し
て
ま
た
蘇
っ
た
が
、
瘡
は
な
か
っ
た
と
あ
る
。
人
面
瘡
を
患
っ
た
悟
達
国

師
が
泉
水
で
瘡
を
洗
う
時
に
人
面
瘡
か
ら
そ
の
因
縁
を
告
げ
ら
れ
、
最
後
に

洗
っ
て
平
癒
し
た
と
い
う
筋
書
き
は
②
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
悟
達
国
師
の
説

話
に
関
し
て
、
聖
凱
氏
は
次
の
三
つ
の
系
統
に
分
類
し
て
い
る
）
6
（

。

（
Ａ
）
系
統

知
玄
の
膝
に
人
面
瘡
が
発
し
た
が
、
僧
に
教
え
ら
れ
て
水
で
人

面
瘡
を
洗
う
時
、
瘡
に
よ
っ
て
前
身
袁
盎
が
晁
錯
を
殺
し
た
因
縁
が
告
知
さ
れ
、

最
後
に
瘡
を
洗
っ
て
治
る
（「
水
懺
序
」『
神
僧
伝
』
な
ど
）

（
Ｂ
）
系
統

知
玄
の
左
股
な
ど
に
一
珠
が
あ
り
、
珠
に
晁
錯
と
い
う
二
字
が

あ
る
。
そ
れ
が
前
世
の
業
に
よ
る
も
の
だ
と
知
っ
て
治
ら
な
い
ま
ま
亡
く
な
る
。

（『
宋
高
僧
伝
』『
仏
祖
統
紀
』
な
ど
）

（
Ｃ
）
系
統
（
Ａ
）
系
統
と
（
Ｂ
）
系
統
の
要
素
を
集
め
、
知
玄
の
左
股
に

一
珠
が
で
き
て
人
面
瘡
と
言
う
。
僧
に
洗
っ
て
も
ら
っ
て
袁
盎
と
晁
錯
の
冤
恨

を
知
り
、
そ
の
後
亡
く
な
る
。（『
釈
氏
稽
古
略
』
な
ど
）

こ
れ
ら
は
何
れ
も
仏
書
に
あ
る
話
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。『
幽
霊
之
事
』

「
晁
錯
」
の
話
と
照
合
し
て
み
る
と
、
②
は
（
Ａ
）
系
統
の
話
と
同
筋
で
、
一

説
の
③
は
羅
山
が
示
す
出
典
『
仏
祖
統
記
』『
編
年
通
論
』
の
通
り
（
Ｂ
）
系

統
の
話
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
歴
史
書
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
の
、作
者
は
仏
書
に
お
け
る
悟
達
国
師
の
話
を
利
用
し
、視
点
を
変
え
て
「
晁

錯
」
の
話
と
し
て
認
識
し
編
輯
し
た
わ
け
で
あ
る
。
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水
で
人
面
瘡
を
洗
っ
て
平
癒
し
た
と
い
う
②
の
話
は
、（
Ａ
）
系
統
に
属
し

て
お
り
、「
水
懺
序
」
に
も
見
え
る
が
、
林
羅
山
は
ど
こ
か
ら
こ
の
話
を
摂
取

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
羅
山
が
著
し
た
『
野
槌
』（
寛
永
後
半
頃
刊
）
は
『
徒

然
草
』
の
注
釈
書
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
が
、

『
徒
然
草
』
を
解
説
す
る
た
め
に
様
々
な
故
事
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

そ
の
内
容
が
仮
名
草
子
、
浮
世
草
子
、
浄
瑠
璃
な
ど
の
近
世
文
芸
に
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
る
）
7
（

。
そ
の
第
四
十
二
段
、
行
雅
僧
都
の
奇
病
を
説
明

す
る
箇
所
に
お
い
て
は
、「
奇
異
の
病
」
と
し
て
『
荘
子
』
を
引
い
て
説
明
し

た
後
、又

実
な
る
事
も
有
べ
し
。
唐
の
悟ゴ

達ダ
ツ

国
師
に
、
人シ
ン

面メ
ン

瘡サ
ウ

の
病
あ
る
事
、
編ヘ
ン

年ネ
ン

通ツ
ウ

論ロ
ン

、
仏フ
ツ

祖ソ

統ト
ウ

紀キ

、
勧
ク
ハ
ン

善セ
ン

書シ
ヨ

、
等
に
あ
り
。
又
人
あ
り
、
膊ヒ
ヂ

に
人
面
瘡

を
生
し
て
、
酒
食
を
瘡
の
口
よ
り
く
は
し
む
。
貝バ
イ

母モ

を
の
ま
せ
て
愈イ
ヘ

ぬ
と
、

酉ユ

陽ヤ
ウ

雑サ
ツ

俎ソ

に
見
え
た
り
。

（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
刊
本
、
巻
三
、
二
二

丁
ウ
〜
二
三
丁
オ
）

と
あ
り
、
同
じ
「
奇
異
の
病
」
と
し
て
林
羅
山
は
人
面
瘡
を
例
と
し
て
取
り
上

げ
て
お
り
、
唐
の
悟
達
国
師
の
話
と
『
酉
陽
雑
俎
』
の
話
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
悟
達
国
師
の
人
面
瘡
の
事
に
つ
い
て
、
羅

山
は
『
幽
霊
之
事
』「
晁
錯
」
と
同
様
、
出
典
を
「
編
年
通
論
、
仏
祖
統
紀
」

と
明
記
し
て
い
る
が
、
同
時
に
「
勧
善
書
」
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
）
8
（

。
つ
ま
り
、
作
者
は
仏
書
の
ほ
か
に
「
勧
善
書
」
に
も
悟
達
国
師
の
人
面
瘡

の
話
が
あ
る
と
指
摘
し
、「
勧
善
書
」
を
人
面
瘡
説
話
を
知
る
た
め
の
重
要
な

ル
ー
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、『
善
悪
現
験
報
応
編
』
と
『
和
漢
故
事
文
選
』
に

　
　
お
け
る
人
面
瘡
説
話

林
羅
山
は
仏
書
の
ほ
か
に
、「
勧
善
書
」
を
通
し
て
悟
達
国
師
の
人
面
瘡
説

話
を
受
容
し
た
こ
と
を
前
節
に
述
べ
た
が
、
近
世
の
説
話
に
は
、
ほ
か
に
も
こ

う
し
た
例
は
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
具
体
的
に
ど
の
書
物
が
利
用
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
『
善
悪
現
験
報
応
編
』（
一
六
八
七
年
刊
）
と
『
和

漢
故
事
文
選
』（
一
七
一
八
年
刊
）
を
取
り
上
げ
て
考
察
す
る
が
、
こ
れ
ら
の

書
物
に
お
い
て
は
、
袁
盎
・
晁
錯
と
い
っ
た
標
題
の
人
面
瘡
説
話
が
あ
り
、
出

典
と
し
て
善
書
に
関
す
る
情
報
も
確
認
で
き
る
。

『
善
悪
現
験
報
応
編
』
十
巻
十
冊
は
、
江
戸
時
代
前
期
の
禅
僧
独
庵
玄
光
（
一

六
三
〇
〜
一
六
九
八
）
が
中
国
の
因
果
応
報
の
説
話
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。

大
別
す
る
と
、
巻
七
ま
で
の
「
現
験
悪
報
」
と
巻
八
か
ら
巻
十
ま
で
の
「
現
験

善
報
」
か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
大
逆
」「
殺
生
」
や
「
不
殺
生
」「
不
偸
盗
」

な
ど
の
項
目
を
立
て
て
諸
書
か
ら
集
め
た
説
話
を
収
録
し
、『
冥
報
記
』
の
継

承
も
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
）
9
（

。
そ
の
巻
二
・
現
験
悪
報
・
殺
生
〈
殺
人
〉
の
「
袁

盎
」
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

漢ノ

晁チ
ヤ
ウ

錯ソ

謀テ

削リw

六
国ヲa

為メ
ニw

社
稷ノq

忠
慮ス

、
雖モi

行フ
ヿp

之ヲ

無乄p

漸
又
欲ス
トu

使メ
テw

天

子ヲ
乄

自ラ

将タ
ラq
而
已ノ
レ

居
守セ
ン
ト

h

然モ

其ノ

初
意
則チ

在リp

安ン
ス
ル
ニ

p

国ヲ

也
。
盎
与トp

錯
有リp

隙マ

、
因テ

屏ケ
テw

左
右ヲa
奏乄

言ク

六
国ノ

所ノp

悪ム

者ノ
ハ

、
独リ

錯
耳ノ
ミ

。
誅セ
ハp

錯ヲ

、
若シ
ク
ハ

必ス

解カ
ン

。
天
子
信ス
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p

之ヲ

、
遂ニ

朝
服乄

斬ルw

東
市ニa

全
家
死スp

焉レ
ニ

。
盎
尋イ
テ

為ニw

梁
王ノ

刺
客ノq

所ルp

殺サ

。
錯

死シw

外
藩ニa

盎
亦
死スw

外
藩ニa

可シp

謂ツ

画ク
トp

様ヲ

矣
。〈
按ス
ル
ニ

錯
既ニ

誅レ
テ

、
呉ノ

兵
終ニ

不ル
ト
キ
ハ

p
解カ

、
則
盎
分
明ニ

是レ

借テp

事ヲ

殺スp

之ヲ

耳ノ
ミ

。
又
水
懺ノ

序ニ

云ク

、
ａ
唐ノ

懿
宗ノ

時キ

、

一
僧
戒
行
精
厳ナ
リ

、
遇フw

道
人ニq

与ニ

相イ

知
契ス

。
及テp

分ツ
ニp

袂ヲ

、
命乄p

之ニ

曰ク

、
子チ

有ラ
ハw

急
難a
可シi
来テw
某ノ

処ニq

相
尋ヌn

後チ

僧
ｂ
為ニw

懿
宗ノq

説
法ス

、
賜テw

沈
香ヲq

為スp

座ト

、

未タp

幾ナ
ラ

発スw

一ノ

人
面
癰ヲa

痛
苦
不p

可p

忍フ

、
乃シ

尋ヌw

道
人ヲq

指乄w

ｃ
岩
下ノ

泉ヲa

使ムp

洗ハp

之ヲ

、
既ニ

掬スp
水ヲ

、
癰
乃
言テ

曰ク

、
且ラ
ク

緩セ
ヨp

之
、
汝チ

曾テ

読テw

ｄ
漢
書ヲa

識ケ
ヤe

袁
盎
害ス
ル
ヿ
ヲ

w

晁
錯ヲq

乎
。
曰ク

識ルp
之
。
曰ク

子
袁
盎
、
吾レ
ハ

晁
錯也

也
。
ｅ
子チ

害乄p

吾ヲ

腰
斬
棄
市ス

、
冤
為ルw

何
如カz
以テw
子チ

ｆ
十
世
出
家
、
道
行
精
厳ナ
ル
ヲ

a

吾レ

不p

得

p

報ヿ
ヲ

。
ｇ
今マ

受ケw

人
主ノ

過
寵ヲa

名
利ノ

心
起ル

、
故ニ

吾レ

得w

以テ

害ス
ル
ヿ
ヲ

o

之ヲ

。
今
蒙ム
ルi

ｈ

尊
者ノ

解ス
ル
ニ

p

我ヲ

以テ
ス
ル
ヿ
ヲ

u

ｉ
三
昧
甘
露ノ

水ヲh

不w
復タ

為サo
冤ヲ

矣
。
於テp

是ニ

洗フp

之ヲ

、
痛ミ

徹シw

心
肝ニa

絶ル
ヿ

久乄

復タ

蘇ル

、
癰
漸ク

枯ル

。
由テp

是ニ

言ハ
ヽp

之ヲ

、
孰カ

謂ン
ヤw

讒
害
無シ
トo

報
哉
。

出
迪
吉
録
〉

（
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
神
宮
皇
学
館
文
庫
蔵
貞
享
四
年
（
一
六
八

七
）
刊
本
、
巻
二
、
一
一
丁
ウ
〜
一
二
丁
オ
）

こ
こ
で
「
袁
盎
」
と
題
す
る
説
話
に
お
い
て
は
、
呉
楚
七
国
の
乱
を
借
り
て

袁
盎
が
讒
言
に
よ
っ
て
晁
錯
を
殺
し
た
経
緯
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
割

注
に
、
一
人
の
僧
が
人
面
癰
を
発
し
た
が
、
親
し
い
付
き
合
い
の
道
人
の
助
言

に
従
っ
て
水
で
洗
お
う
と
し
た
時
、
人
面
癰
が
言
葉
を
発
し
て
自
分
は
晁
錯
、

僧
は
袁
盎
だ
と
積
年
の
怨
讐
の
所
以
を
告
げ
た
。
そ
し
て
水
で
洗
う
と
恨
み
は

解
か
れ
、
人
面
癰
は
癒
え
た
と
あ
り
、（
Ａ
）
系
統
と
ご
く
類
似
し
て
い
る
。

癰
は
腫
物
の
こ
と
で
、
瘡
と
同
類
の
も
の
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
注
目

さ
れ
る
の
は
、
割
注
の
最
後
に
「
出
迪
吉
録
」（
傍
線
部
）
と
『
迪
吉
録
』
よ

り
引
用
し
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『
迪
吉
録
』
は
明
崇
禎
七
年
（
一
六
三
四
）
の
進
士
で
あ
る
顔
茂
猷
が
著
し

た
善
書
で
、
九
巻
、
官
鑑
と
公
鑑
に
分
け
て
諸
書
か
ら
因
果
応
報
の
事
を
集
録

す
る
も
の
で
あ
る
。『
迪
吉
録
』
は
成
立
後
早
く
日
本
に
伝
わ
り
、
そ
の
例
と

し
て
江
戸
初
期
の
儒
者
中
江
藤
樹
は
書
簡
で
、
自
分
の
女
訓
書
『
鑑
草
』（
一

六
四
七
年
刊
）
は
『
迪
吉
録
』
の
抜
粋
に
解
説
を
付
加
し
た
も
の
と
明
ら
か
に

し
て
い
る
）
10
（

。『
迪
吉
録
』
は
ま
た
浅
井
了
意
『
堪
忍
記
』（
一
六
五
九
年
刊
）、『
浮

世
物
語
』（
一
六
六
五
年
刊
）
な
ど
の
典
拠
と
し
て
も
認
め
ら
れ
て
お
り
）
11
（

、
近

世
初
期
の
知
識
人
に
と
っ
て
馴
染
み
の
あ
る
書
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
。『
迪
吉

録
』
の
巻
一
・
官
鑑
一
・
多
属
卿
相
・
賊
害
忠
良
之
報
の
「
袁
盎
譛w

晁
錯q

尋

中w

刺
客q

」
に
は
こ
の
人
面
瘡
の
話
と
関
係
す
る
説
話
が
見
え
る
。
以
下
に
掲

げ
る
。錯

謀
削w

六
国a

為w

社
稷q

忠
慮
、
雖w

行p

之
無o

漸
、
又
欲p

使w

天
下
自

将z

而
已
居
守
、
然
其
初
意
則
在
安p

国
也
。
盎
与p

錯
有p

隙
、
因
屏w

左

右a

奏
言
六
国
所p

悪
者
独
錯
耳
。
誅p

錯
、
兵
必
解
。
天
子
信p

之
、
遂

朝
服
斬w

東
市a

全
家
死p

焉
。
盎
尋
為w

梁
王
刺
客q

所p

殺
。
錯
死w

外

藩a

盎
亦
死w

外
藩a

可p

謂p

画p

様
矣
。

按
錯
既
誅
、
呉
兵
終
不p

解
、
則
盎
分
明
是
借p

事
殺p

之
耳
。
又
仙

仏
誌
云
、
ａ
呉
越
時
有w

一
僧a

戒
行
精
厳
、
遇w

道
人q

与
相
知
契
。

及p
分p
袂
、
命p

之
曰
、
子
有w

急
難a

可i

来w

某
処q

相
尋n

後
僧

ｂ
為w
呉
越
王q

講p

経
、
升w

沈
香
座a

未p

幾
発w

一
人
面
癰a

痛
苦

サ
ル
ニ
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不p

可p

忍
。
乃
尋w

道
人q

指w

ｃ
亭
前
水a

使p

洗p

之
。
既
掬p

水
、

癰
乃
言
曰
、
且
緩p

之
、
汝
読w

ｄ
史
記a

曾
識e

袁
盎
害w

晁
錯q

乎
。

曰
、
識p

之
。
曰
子
袁
盎
、
吾
晁
錯
也
、
ｅ
子
害w

吾
全
家q

棄
市
、

償p
債
未p

了
。
以w

子
ｆ
九
世
出
家
、
道
行
精
厳a

吾
不p

得p

報
汝
。

ｇ
近
坐w
沈
香
座a

享
用
過p

豊
、
故
吾
得w

以
害o

之
。
今
蒙e

ｈ
真

人
解p

我
以w
ｉ
太
乙
甘
露
水a

不w

復
為o

冤
矣
。
於p

是
洗p

之
、
痛

徹w

心
肝a

絶
久
復
蘇
、
癰
漸
枯
。
繇p

此
言p

之
、
孰
謂e

讒
害
無w

其
報q

哉
。

（
四
庫
全
書
存
目
叢
書
子
部
第
一
五
〇
冊
、
巻
一
、
七
三
丁
ウ
〜
七
四
丁

ウ
、
明
末
刻
本
）

右
の
『
迪
吉
録
』
の
話
を
『
善
悪
現
験
報
応
編
』「
袁
盎
」
の
話
と
比
較
す

る
と
分
か
る
よ
う
に
、
主
人
公
は
同
じ
く
僧
と
道
人
で
、
ま
た
人
面
癰
が
出
現

し
て
水
で
洗
っ
て
治
る
と
い
う
展
開
も
同
様
で
、
本
文
か
ら
割
注
ま
で
、『
善

悪
現
験
報
応
編
』
は
ほ
ぼ
『
迪
吉
録
』
の
話
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
い
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
両
書
を
詳
し
く
比
べ
る
と
ａ
〜
ｉ
の
波
線

部
が
示
す
よ
う
に
、
肝
心
な
要
素
が
異
な
っ
て
い
る
。
当
該
説
話
の
出
典
に
つ

い
て
、『
善
悪
現
験
報
応
編
』
で
は
、
割
注
の
最
後
に
「
出
迪
吉
録
」
と
し
な

が
ら
も
冒
頭
に
「
又
水
懺
序
云
」（
傍
線
部
）
と
あ
り
、「
水
懺
序
」
を
引
用
し

た
『
迪
吉
録
』
よ
り
転
載
し
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、『
迪
吉
録
』
と
前
掲

し
た
「
水
懺
序
」
を
比
較
す
る
と
、
水
で
人
面
瘡
を
治
す
（
Ａ
）
系
統
の
話
と

筋
は
同
様
で
あ
る
も
の
の
、
時
代
や
主
人
公
の
名
前
な
ど
主
要
な
情
報
に
不
一

致
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
迪
吉
録
』
に
は
「
又
仙
仏
誌
云
）
12
（

」（
傍
線
部
）
と

あ
る
よ
う
に
、「
水
懺
序
」
で
は
な
く
、「
仙
仏
誌
」
を
引
用
し
た
と
あ
り
、『
迪

吉
録
』
と
「
水
懺
序
」
と
の
間
に
直
接
の
影
響
関
係
は
確
認
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、『
善
悪
現
験
報
応
編
』
に
お
い
て
、

典
拠
『
迪
吉
録
』
と
相
違
す
る
ａ
〜
ｉ
の
要
素
は
、「
水
懺
序
」
に
近
し
い
も

の
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、『
善
悪
現
験
報
応
編
』「
袁
盎
」
の
話
は
、『
迪
吉
録
』

に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
も
の
の
、「
水
懺
序
」
あ
る
い
は
同
文
の
書
物
も
参

照
し
て
そ
こ
か
ら
要
素
も
取
り
入
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
書
物
に
も
善
書
と
関
係
す
る
人
面
瘡
説
話
が
確
認
で
き

る
。
そ
れ
は
蔀
遊
燕
の
『
和
漢
故
事
文
選
』
で
あ
る
。
作
者
は
故
事
集
を
複
数

編
纂
し
た
人
物
で
、
他
に
『
漢
語
大
和
故
事
』
な
ど
の
著
書
も
あ
る
。『
和
漢

故
事
文
選
』
は
八
巻
八
冊
、
日
本
と
中
国
の
故
事
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
巻
五
に
「
袁エ
ン

盎ア
ウ

晁テ
ウ

錯ソ

ガ
事
」
が
あ
る
。

ａ
モ
ロ
コ
シ
懿イ

宗ソ
ウ

皇ク
ワ
ウ

帝テ
イ

ノ
代ヨ

ニ
、
戒カ
イ

行ギ
ヤ
ウ

正
タ
ヾ
シ
キ

沙シ
ヤ

門モ
ン

在ア
リ

キ
。
此コ
ノ

僧ソ
ウ

或ア
ル

道ト
ウ

人ニ
ン

ニ
回
メ
ク
リ

会ア
フ

テ
、
睦
ム
ツ
マ
ジク
話カ
タ
リア
ハ
レ
ケ
ル
。
互タ
ガ
ヒニ
離
ワ
カ
ル
ヽト
キ
ニ
、
道ダ
ウ

人ニ
ン

申マ
ウ
サル
ヽ
ハ
、

若モ
シ

其ソ
ナ
タ方
ノ
身ミ

ノ
上ウ
エ

ニ
大ダ
イ

事ジ

ノ
起ヲ
コ
リタ
ラ
バ
、
某
メ
ン
デ
ウ

処ソ
コ

ヘ
吾ワ
レ

ヲ
尋タ
ツ
ネテ
来キ
タ
レト
懇ネ
ン

切ゴ
ロ

ニ
云イ
ヒ

テ
別ワ
カ
レケ
ル
。
其ソ
ノ

後ノ
チ

、
彼カ
ノ

沙シ
ヤ

門モ
ン

ヲ
ｂ
懿イ

宗ソ
ウ

皇ク
ワ
ウ

帝テ
イ

ヨ
リ
被サ
レp

召メ

テ
、
得ヱ

モ

言イ
ハ

レ
ヌ
沈ヂ
ン

香カ
ウ

ノ
座ザ

ニ
登ノ
ボ
シテ
説セ
ツ

法ホ
ウ

ヲ
聴テ
ウ

聞モ
ン

マ
シ
〳
〵
ケ
ル
。
其ソ
ノ

後ノ
チ

、
彼カ
ノ

沙シ
ヤ

門モ
ン

人ニ
ン

面メ
ン

癰ヨ
ウ

ト
テ
人
ノ
面カ
ホ

ノ
如コ
ト
ク、
目メ

、
口ク
チ

ヲ
備ソ
ナ
ヘタ
ル
、
腫デ
キ

物モ
ノ

ヲ
煩
ワ
ツ
ラ
ヒケ
ル
。
其ソ
ノ

疼イ
タ
ミ、

中ナ
カ

々〳
〵

忍シ
ノ
ビガ
タ
シ
。
其ソ
ノ

時ト
キ

、
前サ
キ

ノ
道ダ
ウ

人ニ
ン

ノ
大ダ
イ

事ジ

ノ
難ナ
ン

ア
ラ
ハ
尋
タ
ツ
ネ

来コ

ヨ
ト
言イ
ワ
レシ

ヲ
思
オ
モ
ヒ

出イ
デ

テ
道ダ
ウ

人ニ
ン

ノ
許モ
ト

ヘ
尋
タ
ツ
ネ

往ユ
キ

ケ
ル
ニ
、
道ダ
ウ

人ニ
ン

座ザ

セ
ラ
レ
タ
ル
。
ｃ
巌イ

ワ

ノ
下シ

タ

ニ
有ア

ル

泉イ
ツ
ミニ

テ
彼カ
ノ

癰ヨ
ウ

ヲ
洗ア
ラ

ハ
セ
ケ
ル
ニ
、
水ミ
ヅ

ヲ
手テ

ニ
掬ム
ス
ビア
グ
ル
ト
カ
ノ
人ニ
ン

面メ
ン

癰ヨ
ウ

即
ス
ナ
ハ
チ

言モ
ノ
イ
フ。
ソ
ノ
詞コ
ト
バニ
先マ
ツ

、
少シ
ハ
ラ
ク時
洗ア
ラ
フコ
ト
ヲ
待マ

テ
、
其ソ
ノ

方ハ
ウ

ハ
ｄ
漢カ

ン

書ジ
ヨ

ト
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イ
フ
書シ
ヨ

ヲ
読ヨ

マ
ル
ヽ
ヤ
。
其ソ
ノ

中ナ
カ

ニ
、
昔
ム
カ
シ

袁エ
ン

盎ア
フ

ト
曰イ
フ

者モ
ノ

晁テ
ウ

錯ソ

ト
イ
フ
人ヒ
ト

ト
中ナ
カ

悪ア
シ
カ
リシ

ガ
、
袁ヱ
ン

盎ア
ウ

和ワ

讒ザ
ン

ヲ
構カ
マ
ヘテ

晁テ
ウ

錯ソ

ヲ
殺コ
ロ
サセ

ケ
ル
ゾ
ヤ
。
其ソ
ノ

方ホ
ウ

沙シ
ヤ

門モ
ン

ハ
袁ヱ
ン

盎ア
ウ

ノ
生ム
マ
レガ

ハ
リ
、
此コ
ノ

人ニ
ン

面メ
ン

癰ヨ
ウ

ハ
晁テ
ウ

錯ソ

ガ
怨ヲ
ン

念ネ
ン

ノ
腫テ
キ

物モ
ノ

ニ
テ
汝ナ
ン
ヂヲ

痛イ
タ

メ
責セ
ム
ルナ

リ
。
ｅ
科ト

ガ

ナ
キ
我ワ

レ

ヲ
帝ミ

カ
ドニ

申マ
ウ
シテ

無ム

実ジ
ツ

ニ
殺コ

ロ
シタ

ル
。
此コ

ノ

恨ウ
ラ
ミ

何ナ
ニ

ト
ソ
報ム

ク
ヒン

ト
。

生シ
ヤ
ウ

々〳
〵

代セ

々〳
〵

思オ
モ
ヒ

巧タ
ク
メド

モ
、
ｆ
其ソ

ノ

方ハ
ウ

ハ
十ジ

ツ

生シ
ヤ
ウガ

間
ア
ヒ
タ

生ム
マ
レカ

ハ
リ
〳
〵
出

シ
ユ
ツ

家ケ

沙シ
ヤ

門モ
ン

ト
ナ
リ
テ
、
修シ
ユ

行ギ
ヤ
ウ

精
ク
ワ
シ
ク

勤ツ
ト
メシ

故ユ
ヘ

ニ
、
ユ
ク
サ
キ
〴
〵
ネ
ラ
ヒ
回マ
ハ
レド

モ
、

行ギ
ヤ
ウ

徳ト
ク

ニ
恐ヲ
ソ
レテ

得ヱ

ト
リ
ツ
カ
ズ
。
ｇ
然シ

カ
ルニ

今イ
マ

天ミ
カ
ド子

ヨ
リ
其ソ

ノ

方
ヲ
御
帰キ

依ヱ

ナ

サ
レ
、
尊ソ

ン

敬キ
ヤ
ウア

リ
ツ
レ
バ
、
名

ミ
ヤ
ウ

聞モ
ン

ノ
心コ

ヽ
ロガ

着ツ
キ

、
名

ミ
ヤ
ウ

利リ

ノ
気キ

カ
起ヲ

コ

レ
リ
。
是コ
レ

コ
ソ
好ヨ
キ

透ス
キ

間マ

ト
見ミ

テ
漸
ヤ
ウ
〳
〵

十シ
ツ

生シ
ヤ
ウ

目メ

ニ
癰ヨ
ウ

ト
ナ
リ
テ
取ト
リ

ツ
キ
タ
リ
。
今イ
マ

其ソ
ノ

方ハ
ウ

モ
仕シ

合ア
ハ
セ、吾ワ
レ

モ
幸
サ
イ
ワ
ヒ

此
ｈ
道タ

ウ

人ニ
ン

ニ
回
メ
ク
リ

会ア
フ

テ
ｉ
三サ

ン

昧マ
イ

ノ
甘カ

ン

露ロ

水ス
イ

ヲ
以モ
ツ

テ
洗ア
ラ

ハ
レ
、

我ワ
ガ

恨ウ
ラ
ミ

怨ネ
タ
ム

心コ
ヽ
ロモ

解ト
ケ

侍ハ
ン
ベ
ルゾ

ヤ
。
今イ
マ

ヨ
リ
後ノ
チ

、
更サ
ラ

ニ
冤ア
タ

ヲ
ナ
ス
マ
ジ
ト
言イ
フ

。

サ
テ
彼カ
ノ

泉イ
ツ
ミノ

水ミ
ツ

ヲ
カ
ケ
洗ア
ラ
ヘバ

、
其ソ
ノ

痛イ
タ
ミ

甚
ハ
ナ
ハ
タ
シク

絶タ
エ

入イ
リ

テ
ハ
、
又マ
タ

蘇ヨ
ミ
ガヘ

ル
。

少シ
ハ
ラ
ク時
沙シ
ヤ

門モ
ン

苦ク

痛ツ
ウ

シ
テ
カ
ラ
、
彼カ
ノ

癰ヨ
ウ

ソ
ロ
〳
〵
枯カ
レ

シ
バ
ミ
テ
平ナ
ヲ
リ癒
ケ
ル
ト
水ス

イ

懺セ
ン

ノ
序シ

ヨ

ヲ
引ヒ

イ

テ
迪テ

キ

吉キ
ツ

録ロ
ク

ニ
載ノ

セ

タ
リ
。
袁エ

ン

盎ア
ウ

晁テ
ウ

錯ソ

ガ
列レ

ツ

伝テ
ン

史シ

記キ

一
百
一
巻
ニ

載ノ
ス

。
時ジ

代ダ
イ

ハ
漢カ
ン

ノ
孝カ
ウ

文ブ
ン

帝テ
イ

ノ
時ト
キ

ナ
リ
。
世ヨ

ニ
忌イ
マ

々〳
〵

敷シ
キ

病ヤ
マ
ヒヲ
受ウ
ケ

、
忍シ
ノ
ヒガ
タ
キ

痛イ
タ
ミニ
悩ナ
ヤ
ム、
イ
ツ
レ
宿
シ
ユ
ク

世セ

ノ
因イ
ン

縁エ
ン

ナ
ラ
ズ
ト
曰イ
フ

コ
ト
ナ
カ
ル
ベ
シ
。
仏ブ
ツ

神ジ
ン

ニ

祈イ
ノ
ル

甲カ

斐ヒ

ナ
ク
医イ

薬ヤ
ク

ノ
術テ
タ
テモ
失ウ
シ
ナヒ
シ
ハ
、
宿
シ
ユ
ク

因イ
ン

ノ
感カ
ン

果ク
ワ

ナ
ル
ベ
シ
。
袁エ
ン

盎ア
ウ

晁テ
ウ

錯ソ

ガ
類タ
ク
ヒナ
ド
カ
ナ
カ
ラ
ン
。
今イ
マ

十ジ
ツ

生シ
ヤ
ウノ
間ア
ヒ
ダ、
仏ホ
ト
ケノ
道ミ
チ

ニ
入イ
リ

、
家イ
エ

ヲ
出イ
テ

タ

ル
徳ト
ク

ニ
テ
コ
ソ
、
我ワ
カ

身ミ

モ
怨ア
タ

ヲ
遁ノ
カ

レ
敵カ
タ
キモ
怨ヲ
ン

念ネ
ン

ノ
フ
ツ
ト
消キ
エ

ヌ
ル
事コ
ト

、
法ホ
ウ

ノ
徳ト
ク

ナ
リ
。
尤
モ
ツ
ト
モ

可ヘ
シp

仰ア
ホ
クカ
エ
ス
〳
〵
人ヒ
ト

ニ
ハ
非ヒ

道タ
ウ

ヲ
以モ
ツ

テ
中ア
タ
ルベ
カ
ラ
ズ
。

無ヨ
シp

由ナ
キ

コ
ト
ニ
永
ナ
ガ
ク

世ヨ

ノ
怨ウ
ラ
ミヲ
取ト
ル

マ
ジ
キ
モ
ノ
ナ
リ
カ
シ
。

（
日
本
随
筆
集
成
第
二
輯
（
一
一
七
〜
一
一
八
頁
、
底
本
は
正
徳
五
年
刊

本
）
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
）

こ
こ
で
は
、
僧
が
人
面
癰
を
患
う
話
が
漢
字
カ
ナ
交
じ
り
の
日
本
語
文
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
出
典
と
し
て
「
水ス
イ

懺セ
ン

ノ
序シ
ヨ

ヲ
引ヒ
イ

テ
迪テ
キ

吉キ
ツ

録ロ
ク

ニ
載ノ
セ

タ
リ
。
袁エ
ン

盎ア
ウ

晁テ
ウ

錯ソ

ガ
列レ
ツ

伝テ
ン

史シ

記キ

一
百
一
巻
ニ
載ノ
ス

」
と
あ
る
。
ま
ず
、
袁
盎
・
晁
錯
の
伝
記

が
『
史
記
』
巻
一
○
一
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
先
述
し
た

通
り
『
史
記
』
の
当
該
箇
所
に
お
い
て
は
人
面
瘡
と
の
関
連
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
『
迪
吉
録
』
の
書
名
が
見
え
る
。
道
人
が
僧
の
人
面
癰
を
水
で
治
す

説
話
の
要
素
が
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、『
和
漢
故
事
文
選
』「
袁
盎
晁
錯
ガ
事
」

と
の
間
に
主
人
公
な
ど
の
違
い
が
認
め
ら
れ
、
説
話
の
構
造
か
ら
み
る
と
相
違

す
る
印
象
も
受
け
る
。『
和
漢
故
事
文
選
』
に
は
、「
水ス
イ

懺セ
ン

ノ
序シ
ヨ

ヲ
引ヒ
イ

テ
迪テ
キ

吉キ
ツ

録ロ
ク

ニ
載ノ
セ

タ
リ
」
と
あ
り
、
水
懺
の
序
を
引
い
て
『
迪
吉
録
』
に
載
せ
る
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、『
善
悪
現
験
報
応
編
』『
迪
吉
録
』
の
引
用
文
の
波
線
部
で
示
す
重

要
な
話
素
に
つ
い
て
、『
和
漢
故
事
文
選
』
に
も
当
該
箇
所
に
ａ
〜
ｉ
で
波
線

を
付
し
、
ま
た
『
善
悪
現
験
報
応
編
』『
和
漢
故
事
文
選
』
で
は
『
迪
吉
録
』

の
引
用
元
と
さ
れ
る
「
水
懺
序
」
も
精
査
し
て
表
で
比
較
す
る
。

比
較
表
及
び
引
用
文
に
お
け
る
ａ
〜
ｉ
の
波
線
部
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

『
善
悪
現
験
報
応
編
』
の
話
は
、『
迪
吉
録
』
の
当
該
話
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
利
用

し
な
が
ら
も
、
細
か
い
異
同
が
あ
り
、
ａ
〜
ｉ
で
示
し
た
重
要
な
要
素
に
つ
い

て
、
巧
み
に
「
水
懺
序
」
な
ど
（
Ａ
）
系
統
の
話
に
よ
り
近
い
形
に
置
換
さ
れ

た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
『
和
漢
故
事
文
選
』
で
は
、
主
人
公
や
人
面
癰
な
ど

の
話
素
は
、『
迪
吉
録
』
と
統
一
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
全
体
的
に
見
れ
ば

「
水
懺
序
」
に
類
似
し
て
お
り
、
波
線
部
に
つ
い
て
も
『
迪
吉
録
』
よ
り
概
ね
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「
水
懺
序
」
を
も
と
に
和
訳
し
た
よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、『
善
悪
現
験
報
応

編
』『
和
漢
故
事
文
選
』
な
ど
近
世
の
人
面
瘡
説
話
に
お
い
て
は
、
善
書
の
一

つ
『
迪
吉
録
』
の
影
響
が
確
認
で
き
る
と
言
え
る
。
同
時
に
、「
水
懺
序
」
な

ど
（
Ａ
）
系
統
の
話
の
痕
跡
も
見
え
る
が
、
こ
れ
は
「
水
懺
序
」
を
参
照
し
た

証
拠
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
同
様
の
本
文
を
有
す
る
別
の
書
物
を
見
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
善
書
と
人
面
瘡
説
話
に
つ
い
て
考
察
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。

四
、
人
面
瘡
説
話
と
善
書

善
書
と
は
既
に
紹
介
し
た
よ
う
に
善
行
を
勧
め
、
悪
行
を
戒
め
る
た
め
の
道

徳
書
の
こ
と
で
あ
る
。
酒
井
忠
夫
氏
な
ど
の
研
究
に
よ
る
と
）
13
（

、
善
書
は
因
果
応

報
、
勧
善
懲
悪
の
理
を
説
く
も
の
で
、
そ
の
根
底
に
あ
る
善
悪
報
応
、
勧
善
懲

悪
の
思
想
は
、
明
清
の
三
教
合
一
の
民
間
信
仰
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
現
存
最
初
の
代
表
的
な
善
書
は
宋
代
の
『
太
上
感
応
篇
』
と
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
抄
録
の
元
と
さ
れ
る
『
抱
朴
子
』
の
内
篇
・
微
旨
に
「
天
地
有w

『
善
悪
現
験
報
応
編
』

『
和
漢
故
事
文
選
』

『
迪
吉
録
』

水
懺
序
（（
Ａ
）
系
統
）

出典

又
水
懺
序
云

水
懺
ノ
序
ヲ
引
テ
迪
吉
録
ニ
載
タ
リ
。
袁
盎
晁
錯
ガ
列
伝
史
記
一

百
一
巻
ニ
載

又
仙
仏
誌
云

ａ

唐
懿
宗
時

モ
ロ
コ
シ
懿
宗
皇
帝
ノ
代
ニ

呉
越
時

唐
懿
宗
朝

ｂ

為
懿
宗
説
法

懿
宗
皇
帝
ヨ
リ
被
レ
召
テ
（
中
略
）
説
法
ヲ
聴
聞
マ
シ
ケ
ル

為
呉
越
王
講
経

懿
宗
親
臨
法
席

ｃ

道
人
指
岩
下
泉

巌
ノ
下
ニ
有
泉

道
人
指
亭
前
水

巌
下
有
泉
、
明
旦
濯
之
即
愈

ｄ

漢
書

漢
書

史
記

西
漢
書
袁
盎
晁
錯
伝

ｅ

子
害
吾
腰
斬
棄
市
、
冤
為
何
如

科
ナ
キ
我
ヲ
帝
ニ
申
テ
無
実
ニ
殺
タ
ル
。
此
恨
何
ト
ソ
報
ン
ト

子
害
吾
全
家
棄
市
、
償
債
未
了

錯
腰
斬
東
市
。
其
冤
為
何
如
哉

ｆ

子
十
世
出
家

其
方
ハ
十
生
ガ
間
生
カ
ハ
リ
〳
〵
出
家
沙
門
ト
ナ
リ
テ

子
九
世
出
家

公
十
世
為
高
僧

ｇ

今
受
人
主
過
寵
、
名
利
心
起

然
ニ
今
天
子
ヨ
リ
其
方
ヲ
御
帰
依
ナ
サ
レ
、
尊
敬
ア
リ
ツ
レ
バ
、

名
聞
ノ
心
ガ
着
、
名
利
ノ
気
カ
起
レ
リ

近
坐
沈
香
座
、
享
用
過
豊

汝
受
人
主
寵
遇
過
奢
。
名
利
心
起

ｈ

尊
者

道
人

真
人

迦
諾
迦
尊
者

ｉ

三
昧
甘
露
水

三
昧
ノ
甘
露
水

太
乙
甘
露
水

三
昧
法
水
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司
過
之
神a

随w

人
所p

犯
軽
重a

以
奪w

其
算q

」（『
抱
朴
子
内
篇
校
釈
』
巻
六
、

一
二
五
頁
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
）
と
あ
る
よ
う
に
、
善
悪
に
よ
っ
て
人
の

寿
命
や
禍
福
が
決
め
ら
れ
る
と
い
う
考
え
方
は
古
く
よ
り
あ
り
、
こ
う
し
た
善

悪
報
応
の
道
徳
観
は
儒
教
を
中
心
に
、
道
教
、
仏
教
に
も
存
在
し
、
そ
れ
ら
を

混
合
し
た
民
衆
宗
教
の
傾
向
で
も
あ
っ
た
）
14
（

。

酒
井
氏
に
よ
れ
ば
、
宋
代
に
至
る
と
こ
の
よ
う
な
道
徳
観
は
、
民
衆
道
教
形

式
に
改
変
さ
れ
、
新
し
く
宋
代
的
民
衆
道
徳
が
加
え
ら
れ
て
前
述
し
た
『
太
上

感
応
篇
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
積
極
的
な
宗
教
政
策
が
行
わ
れ
、
明

太
祖
の
三
教
観
な
ど
が
現
れ
、
明
代
で
は
三
教
一
致
の
風
潮
が
盛
ん
に
な
り
、

『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』『
帝
鑑
図
説
』
な
ど
五
十
種
以
上
の
勅
撰
勧
戒
書
が

作
ら
れ
た
）
15
（

。
ま
た
明
・
清
に
お
い
て
は
、
専
制
権
力
を
強
化
す
る
た
め
、
よ
り

徹
底
し
た
教
化
政
策
が
行
わ
れ
た
。
そ
う
し
た
民
衆
教
化
政
策
や
庶
民
社
会
史

的
事
象
、
三
教
合
一
思
想
の
展
開
と
関
連
し
た
と
こ
ろ
に
、
民
衆
道
教
の
経
典

と
し
て
の
善
書
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
出
現
し
た
善
書
は
、
江

戸
初
期
よ
り
日
本
に
輸
入
さ
れ
、
知
識
人
が
読
み
、
そ
の
著
書
や
文
章
に
取
り

入
れ
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
文
学
、
思
想
、
道
徳
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
）
16
（

。

人
面
瘡
説
話
は
、
前
世
に
讒
言
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
人
が
、
幾
た
び
輪
廻
転

生
し
て
も
そ
の
恨
み
を
抱
き
続
け
、
そ
の
報
い
と
し
て
人
面
瘡
に
な
っ
て
自
ら

を
殺
し
た
相
手
を
苦
し
め
る
。
因
果
応
報
の
証
と
し
て
、
こ
れ
は
善
書
に
と
っ

て
絶
好
の
素
材
だ
と
さ
れ
た
た
め
、
多
く
の
善
書
に
収
録
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
人
面
瘡
を
収
載
す
る
も
う
一
つ
の
善
書
と
し
て
、

『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。

明
成
祖
仁
孝
徐
皇
后
（
一
三
六
二
〜
一
四
〇
七
）
は
明
成
祖
朱
棣
の
后
で
、

濠
州
の
人
。
徐
皇
后
は
宮
中
の
婦
人
を
教
育
す
る
た
め
に
『
内
訓
』
を
著
し
、

ま
た
皇
太
子
な
ど
の
た
め
に
『
勧
善
書
』
も
編
集
し
た
。
永
楽
三
年
（
一
四
〇

五
）
の
徐
氏
の
自
序
及
び
永
楽
五
年
（
一
四
〇
七
）
の
皇
太
子
高
熾
の
後
序
に

よ
る
と
、『
勧
善
書
』
は
二
十
巻
、
儒
、
釈
、
道
三
教
の
勧
善
懲
悪
の
事
を
集

め
た
も
の
で
あ
る
。
体
裁
と
し
て
ま
ず
「
嘉
言
」
で
三
教
の
経
典
よ
り
金
言
を

そ
れ
ぞ
れ
列
挙
し
、
そ
の
後
「
感
応
」
で
歴
代
の
因
果
応
報
、
勧
善
懲
悪
の
話

を
集
録
し
て
い
る
。
永
楽
五
年
徐
氏
の
逝
去
後
、
皇
太
子
は
『
勧
善
書
』
を
刊

行
し
て
民
間
に
広
め
た
の
で
あ
る
。

こ
の
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
は
日
本
に
も
伝
来
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
、

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
な
ど
に
所
蔵
が
確
認
で
き
る
）
17
（

。
本
書
の
日
本
に
お
け
る
流

布
に
つ
い
て
、
黄
昭
淵
氏
に
よ
る
と
、『
迪
吉
録
』
と
同
様
、
江
戸
初
期
に
大

量
に
流
入
し
た
善
書
の
一
つ
と
さ
れ
、『
新
御
伽
婢
子
』（
一
六
八
三
年
刊
）
に

影
響
を
与
え
て
お
り
、
ま
た
『
勧
懲
故
事
』（
一
六
六
九
年
刊
）、『
愈
愚
随
筆
』

（
一
六
七
五
年
刊
）
な
ど
に
そ
の
引
用
が
確
認
で
き
る
と
い
う
）
18
（

。
こ
れ
ら
に
お

い
て
は
、
典
拠
を
「
勧
善
書
」
と
す
る
場
合
が
多
い
。
木
村
迪
子
氏
は
寛
永
年

間
に
日
統
（
？
〜
一
五
七
九
）
編
の
古
活
字
版
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
抜
萃
』

が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
中
世
期
に
す
で
に
伝
来
し
た
も
の
と
す
る
）
19
（

。
こ
れ
以

降
に
も
、
古
活
字
版
を
覆
刻
整
版
し
た
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
刊
の
『
大
明

仁
孝
皇
后
勧
善
書
抜
書
』
及
び
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
の
感
応
故
事
を
抄

出
し
て
和
訳
し
た
鳳
瑞
『
勧
善
錦
鱗
鈔
』（
一
七
三
〇
年
刊
）
が
あ
る
。

日
本
の
近
世
初
期
で
は
、
儒
教
・
仏
教
・
神
道
教
の
混
合
さ
れ
た
庶
民
思
想
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が
隆
盛
を
極
め
て
お
り
、
後
世
の
思
想
的
基
盤
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、

資
料
と
し
て
『
勧
善
書
』
の
和
刻
本
は
こ
の
三
教
思
想
の
源
流
と
位
置
付
け
ら

れ
る
と
さ
れ
る
）
20
（

。
こ
の
よ
う
に
、『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
は
近
世
に
お
い

て
は
、
知
識
人
に
読
ま
れ
て
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た
善
書
の
一
つ
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。

『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
巻
十
の
「
感
応
」
に
お
い
て
は
、（
Ａ
）
系
統
の

悟
達
国
師
が
三
昧
法
水
で
晁
錯
が
な
し
た
人
面
瘡
を
洗
っ
て
快
復
し
た
話
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
明
成
祖
朱
棣
編
撰
と
さ
れ
る
『
神
僧
伝
』
巻
八
（
大
正
新
脩

大
蔵
経
所
収
）「
知
玄
」
に
は
「
水
懺
序
」
の
話
が
収
載
さ
れ
て
お
り
、
朱
棣

の
徐
皇
后
に
と
っ
て
も
こ
の
話
は
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
に
お
け
る
感
応
の
話
は
出
典
を
全
て
は
明
示
し
な

い
が
、
関
係
箇
所
に
お
い
て
は
、「
水
懺
序
」
の
ほ
ぼ
全
文
の
引
用
が
確
認
で
き
、

「
今
之
懺
文
三
巻
者
乃
斯
文
也
。
蓋
取w

三
昧
水q

洗w

冤
業q
為p

義
。
命
名
曰w

水
懺q

」
と
水
懺
悔
の
由
縁
ま
で
引
い
て
お
り
、「
水
懺
序
」
か
ら
の
引
用
で
あ

る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
通
り
、『
幽
霊
之
事
』
②
に
悟
達
国
師
の
説
話
が
見
え
る
も
の
の
、

羅
山
が
示
す
「
仏
祖
統
記
、
編
年
通
論
」
の
典
拠
に
は
確
認
で
き
な
い
。
一
方

で
、『
野
槌
』
に
よ
る
と
、
悟
達
国
師
の
人
面
瘡
説
話
に
つ
い
て
は
仏
書
の
ほ

か
に
「
勧
善
書
」
か
ら
取
材
し
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

の
「
勧
善
書
」
は
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
を
意
味
す
る
可
能
性
が
大
き
い

と
推
定
さ
れ
る
。

徐
皇
后
の
自
序
で
は
編
纂
し
た
当
時
か
ら
『
勧
善
書
』
と
称
さ
れ
た
が
、
後

に
も
簡
略
し
て
こ
の
書
名
で
呼
ば
れ
た
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
『
明
太
宗
実
録
』

永
楽
九
年
（
一
四
一
一
）
三
月
己
卯
に
、「
刑
部
奏
民
有e

盗w

勧
善
書q

者
」（『
明

太
宗
実
録
』
巻
一
一
四
、
一
四
五
六
頁
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一

九
八
四
）
と
「
勧
善
書
」
を
盗
ん
だ
人
が
い
る
と
あ
る
が
、
こ
の
「
勧
善
書
」

は
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
の
略
名
で
あ
る
。
ま
た
、『
幽
霊
之
事
』
の
作

者
林
羅
山
の
年
譜
に
見
え
る
「
既
見
書
目
録
」（
一
六
〇
四
、『
羅
山
林
先
生
集

附
録
』
巻
一
、『
羅
山
先
生
詩
集
』
所
収
）
に
は
、
当
時
羅
山
が
閲
覧
し
た
四

○
〇
部
以
上
の
書
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
に
、「
勧
善
書
」
の
書

名
が
見
え
る
。
ほ
か
に
も
、『
帝
鑑
図
説
』『
為
善
陰
騭
』
な
ど
善
書
と
さ
れ
る

書
物
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
具
体
的
な
書
名
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
林
羅
山

が
意
味
す
る
「
勧
善
書
」
は
汎
称
で
は
な
く
、
具
体
的
な
書
物
、
即
ち
『
大
明

仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
を
指
す
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

戦
乱
後
の
近
世
初
期
、
啓
蒙
思
潮
が
広
汎
に
浸
透
し
て
い
る
中
、
時
代
の
反

映
と
し
て
の
啓
蒙
性
、
教
訓
性
、
娯
楽
性
を
有
す
る
仮
名
草
子
が
出
現
し
た
）
21
（

。

人
面
瘡
を
は
じ
め
と
す
る
善
書
の
話
材
は
、
新
奇
性
に
富
ん
で
読
者
を
楽
し
ま

せ
る
と
同
時
に
、
教
訓
性
も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、『
幽
霊
之
事
』
を
は
じ
め

と
す
る
仮
名
草
子
に
活
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
善
悪
現
験
報
応
編
』

『
和
漢
故
事
文
選
』
で
は
、『
迪
吉
録
』
と
明
記
し
て
そ
の
影
響
が
窺
え
る
が
、

『
善
悪
現
験
報
応
編
』「
又
水
懺
序
云
」、『
和
漢
故
事
文
選
』「
水
懺
ノ
序
ヲ
引

テ
迪
吉
録
ニ
載
タ
リ
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
よ
う
に
「
水
懺
序
」
を
代
表
と
す

る
（
Ａ
）
系
統
の
話
の
要
素
も
確
認
で
き
る
。
勿
論
、「
水
懺
序
」
か
ら
の
受

容
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
和
漢
故
事
文
選
』
巻
一
の
「
引
書
」
に
も
「
勧
善
書
」
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が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
同
じ
本
文
を
有
す
る
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
を

通
し
て
悟
達
国
師
の
人
面
瘡
説
話
を
受
け
入
れ
た
可
能
性
も
高
い
と
推
察
さ
れ

る
。因

果
応
報
を
説
く
好
例
と
し
て
、
人
面
瘡
説
話
は
後
の
善
書
に
も
し
ば
し
ば

利
用
さ
れ
て
お
り
、『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
の
よ
う
に
「
水
懺
序
」
よ
り

悟
達
国
師
の
説
話
を
引
用
す
る
場
合
も
あ
り
、『
迪
吉
録
』
の
よ
う
に
悟
達
国

師
の
人
面
瘡
説
話
に
よ
る
情
報
を
利
用
し
、
視
点
を
変
え
て
袁
盎
・
晁
錯
の
話

を
僧
と
道
人
の
話
と
し
て
述
べ
る
善
書
も
あ
る
。
明
・
鄒
迪
光
『
勧
戒
図
説
』

巻
一
「
計
陥
悪
死
」
で
は
、
悟
達
国
師
で
は
な
く
、
策
謀
で
晁
錯
を
殺
害
し
た

報
い
と
し
て
袁
盎
自
身
が
人
面
瘡
を
患
っ
て
死
亡
し
た
話
が
あ
り
、
図
も
付
さ

れ
て
い
る
（
図
１

）。
清
・
朱
日
豊
の
『
太
上
感
応
篇
図
説
』
は
『
太
上
感
応
篇
』

の
句
ご
と
に
図
を
付
し
て
関
連
す
る
説
話
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

「
念
怨
不p

休
」
の
箇
所
に
お
い
て
は
悟
達
国
師
知
玄
が
人
面
瘡
を
洗
う
説
話
と

挿
絵
が
見
え
る
（
図
２

）。
こ
の
二
つ
の
善
書
は
日
本
に
も
伝
来
し
、
近
世
に

流
布
し
た
の
で
あ
る
）
22
（

。

前
述
し
た
通
り
、
三
教
一
致
を
背
景
に
、
こ
の
よ
う
に
善
書
の
和
刻
本
が
大

量
に
出
現
し
た
。
例
え
ば
酒
井
忠
夫
氏
は
『
太
上
感
応
篇
』
の
和
注
『
太
上
感

応
篇
倭
註
』
を
取
り
上
げ
、「
唐
土
ノ
三
教
ハ
釈
迦
老
子
孔
子
是
也
。
吾
朝
ノ

三
教
ハ
神
道
釈
迦
孔
子
是
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
神
道
の
立
場
か
ら
述
べ
る
と

こ
ろ
が
多
く
、
善
書
の
日
本
化
に
役
割
を
果
た
し
た
と
す
る
）
23
（

。
ま
た
江
戸
中
期
、

善
書
は
三
教
合
一
を
特
徴
と
す
る
石
門
心
学
に
摂
取
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
）
24
（

。
石

田
梅
岩
（
一
六
八
五
〜
一
七
四
四
）
が
唱
え
た
、
忠
孝
信
義
を
説
き
、
善
を
修

図２ 図１
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め
人
間
と
し
て
行
う
べ
き
道
徳
を
教
え
る
石
門
心
学
の
中
で
は
善
書
『
太
上
感

応
篇
』
は
よ
く
読
ま
れ
る
テ
キ
ス
ト
に
な
り
、
ま
た
杉
山
梅
翁
斎
の
和
解
本
善

書
『
和
語
太
上
感
応
篇
』（
一
七
九
五
年
刊
）
が
心
学
道
話
の
講
座
に
使
用
し

た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
25
（

。
日
本
に
お
け
る
善
書
の
影
響
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
中
国
の
後
世
に
お
い
て
も
人
面
瘡
説
話
と
善
書
と
は
密
接
な
関
係
に

あ
っ
た
。
例
え
ば
清
・
姚
文
然
撰
『
姚
端
恪
公
外
集
』（
四
庫
未
收
書
輯
刊
所
収
）

巻
一
に
お
い
て
は
、
揚
州
の
あ
る
人
が
宿
業
の
た
め
に
人
面
瘡
を
発
し
た
が
、

太
上
感
応
経
一
千
巻
を
印
刷
し
て
布
施
し
、
ま
た
金
剛
般
若
経
を
七
日
誦
経
し

た
と
こ
ろ
、
治
癒
す
る
と
い
う
話
が
見
え
、
善
書
で
あ
る
太
上
感
応
経
（『
太

上
感
応
篇
』）
を
印
刷
、
布
施
す
る
こ
と
に
人
面
瘡
を
治
す
力
が
あ
る
と
説
か

れ
て
い
る
。
楊
式
傅
撰
『
果
報
聞
見
録
』（
四
庫
存
目
叢
書
所
収
）
と
い
う
清

代
の
善
書
に
は
、
寡
婦
を
騙
し
た
報
い
と
し
て
そ
の
子
の
膝
に
人
面
瘡
が
で
き

て
一
年
後
に
亡
く
な
る
と
の
話
も
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
三
教
融
合
を
重
視
し
、

同
じ
民
衆
教
化
の
た
め
に
三
教
か
ら
の
思
想
を
取
り
入
れ
た
民
衆
宗
教
の
俗
経
、

清
代
の
宝
巻
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
善
行
の
勧
め
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

例
え
ば
『
衆
喜
粗
言
宝
巻
』
巻
四
「
求w

懺
悔a

除w

殺
罪a

放
生
救
命
」（
中

国
宗
教
歴
史
文
献
集
成
・
民
間
宝
巻
第
六
冊
、
六
一
三
頁
、
黄
山
書
社
、
二
〇

〇
五
）
と
い
う
一
文
の
頭
注
に
お
い
て
は
、
悟
達
国
師
が
三
昧
法
水
で
人
面
瘡

を
洗
う
と
い
う
話
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
大
悲
巻
』
と
い
う
宝
巻
に
も

「
長w

了
個
人
面
瘡a

喊p

天
叫p

地
。随p

人
哭
随p

人
叫
、人
々
皆
驚
。使w

千
方q

用w

百
薬a

全
無w

見
効q

」（
中
国
宗
教
歴
史
文
献
集
成
・
民
間
宝
巻
第
十
冊
、

二
三
〇
頁
、
黄
山
書
社
、
二
〇
〇
五
）
と
あ
り
、
人
面
瘡
説
話
は
、
善
書
な
ど

に
頻
繁
に
用
い
ら
れ
た
素
材
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
幽
霊
之
事
』『
善
悪
現
験
報
応
編
』『
和
漢
故
事
文
選
』
を
取

り
上
げ
て
近
世
に
お
け
る
人
面
瘡
説
話
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
一
つ
の
特
徴
と

し
て
、悟
達
国
師
知
玄
の
説
話
を
利
用
し
、視
点
を
変
え
て
袁
盎
・
晁
錯
と
い
っ

た
タ
イ
ト
ル
を
有
す
る
説
話
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
近
世

に
お
い
て
は
、
仏
書
の
ほ
か
に
、
人
面
瘡
説
話
を
入
手
し
た
ル
ー
ト
と
し
て
善

書
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
面
瘡
説
話
を
検
証
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
当
時
利
用
さ
れ
た
善
書
は
『
迪
吉
録
』
で
あ
り
、
ま
た
「
水
懺
序
」

と
ほ
ぼ
同
文
で
近
世
に
よ
く
流
布
し
た
も
う
一
つ
の
善
書
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧

善
書
』
を
通
し
て
人
面
瘡
説
話
を
参
照
し
た
可
能
性
も
あ
る
と
提
示
し
た
。
人

面
瘡
説
話
に
お
け
る
因
果
応
報
の
要
素
は
善
書
に
好
適
で
よ
く
用
い
ら
れ
た
話

題
で
あ
り
、
こ
う
し
た
近
世
説
話
を
検
討
す
る
上
で
は
、
当
時
流
行
し
た
善
書

も
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
稿
で
は
人
面
瘡
説
話
と
し
て
主
に
悟
達
国
師
知
玄
の
説
話
と
そ
れ

に
結
び
つ
け
ら
れ
た
袁
盎
・
晁
錯
の
説
話
を
検
討
し
た
。
人
面
瘡
説
話
に
は
ど

の
よ
う
な
話
や
特
徴
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
が
後
世
の
人
面
瘡
説
話
や
医
学
書
に

お
け
る
記
述
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
。
人
面
瘡
説
話
の
全
体

像
を
究
明
す
る
た
め
に
は
さ
ら
な
る
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
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い
て
は
別
稿
を
期
し
た
い
。

【
図
版
出
典
】

図
１

『
勧
戒
図
説
』
＝
内
閣
文
庫
蔵
明
万
暦
二
十
二
年
（
一
五
九
四
）
劉
氏
安
正
堂
刊
本
。

国
立
公
文
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
参
照
。

図
２

『
太
上
感
応
篇
図
説
』
＝
中
国
国
家
図
書
館
蔵
清
乾
隆
十
九
年
（
一
七
五
四
）
歙
南

環
溪
朱
氏
政
和
堂
刻
本
、
中
国
国
家
図
書
館
中
華
古
籍
資
源
庫
参
照
。

注

（
1
）
湯
浅
佳
子
「
人
面
瘡
考
│
江
戸
時
代
の
文
芸
作
品
を
中
心
に
│
」（『
東
京
学
芸
大
学

紀
要
』
五
三
号
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
参
照
。

（
2
）
中
村
幸
彦
「
林
羅
山
の
翻
訳
文
学
『
化
女
集
』『
狐
媚
鈔
』
を
主
と
し
て
」（『
中
村

幸
彦
著
述
集
』
第
六
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）、
木
場
貴
俊
「
林
羅
山
と
怪
異
」

（『
怪
異
学
の
技
法
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
参
照
。

（
3
）
長
澤
規
矩
也
氏
旧
蔵
の
寛
永
頃
の
写
本
『
怪
談
』
に
は
「
望
帝
」「
伍
子
胥
」
の
二

話
が
な
い
が
、
通
行
の
刊
本
『
怪
談
全
書
』
の
当
該
箇
所
の
題
下
注
に
と
も
に
「
前
書
」

に
あ
る
た
め
再
び
録
し
な
い
と
あ
る
。
こ
の
二
話
が
『
幽
霊
之
事
』
に
あ
り
、
長
澤
規

矩
也
氏
に
よ
る
と
、『
怪
談
全
書
』
の
い
う
「
前
書
」
は
即
ち
『
幽
霊
之
事
』
の
こ
と

で
あ
り
、
写
本
『
怪
談
』
は
重
複
を
削
っ
た
定
稿
本
系
統
で
あ
る
。
羅
山
の
「
編
著
書

目
」
の
「
怪
談
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
長
澤
規
矩
也
氏
は
写
本
『
怪
談
』
も
『
怪
談

全
書
』
も
羅
山
の
作
で
な
い
と
す
る
が
、
澤
田
瑞
穂
氏
、
中
村
幸
彦
氏
な
ど
は
、
羅
山

作
の
肯
定
説
を
出
さ
れ
て
お
り
、
諸
説
あ
る
。
長
澤
規
矩
也
「
江
戸
文
学
に
及
ぼ
し
た

支
那
文
学
の
影
響
│
特
に
怪
談
を
中
心
に
初
期
作
品
に
│
」（『
国
語
と
国
文
学
』、
三

八
巻
四
号
、
一
九
六
一
年
四
月
）、
同
氏
「「
怪
談
全
書
」
の
著
者
に
つ
い
て
」（『
仮
名

草
子
研
究
叢
書
』
第
２

巻
雑
誌
論
文
集
成
㈡
、ク
レ
ス
出
版
、二
〇
〇
六
年
。初
出
、『
国

文
学
誌
要
』、
一
九
三
五
年
十
一
月
）、
同
氏
「「
怪
談
全
書
」
著
者
続
考
」（『
仮
名
草

子
研
究
叢
書
』
第
２

巻
雑
誌
論
文
集
成
㈡
、
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。
初
出
、『
書

誌
学
』、
一
九
三
九
年
八
月
）、
澤
田
瑞
穂
「
林
羅
山
と
唐
山
小
説
そ
の
他
」（『
東
洋
文

化
』
一
七
五
号
、
一
九
三
九
年
七
月
）、
注（
2
）中
村
氏
論
文
な
ど
参
照
。

（
4
）
冨
士
昭
雄
氏
は
「
羅
山
『
怪
談
全
書
』
の
素
材
│
│
「
幽
霊
之
事
」（
翻
刻
）」（『
西

鶴
と
仮
名
草
子
』、
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
当
該
話
に
つ
い
て
、
前

段
の
話
に
対
し
『
前
漢
書
』『
史
記
』『
蒙
求
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
著
名
な
話
だ
と
評

価
し
、「
た
だ
し
後
段
の
人
面
瘡
の
話
は
『
仏
祖
統
記
』
に
拠
っ
て
い
る
」
と
す
る
。

（
5
）
『
慈
悲
水
懺
法
』
の
序
文
な
ど
で
は
知
玄
撰
と
す
る
が
、
塩
入
良
道
氏
は
そ
の
作
者

に
疑
義
を
呈
し
、
聖
凱
氏
は
『
慈
悲
水
懺
法
』
は
知
玄
の
名
を
借
り
て
『
仏
名
経
』
の

懺
悔
文
か
ら
抄
出
し
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
楊
建
国
氏
は
知
玄
が
三
十
巻
本

『
仏
名
経
』
か
ら
取
捨
選
択
し
て
『
礼
懺
文
』
六
巻
を
整
理
し
た
と
し
、
ま
た
そ
の
往

生
後
、
門
人
た
ち
は
『
礼
懺
文
』
六
巻
に
基
づ
い
て
『
慈
悲
水
懺
法
』
を
作
り
上
げ
た

と
示
唆
す
る
。
詳
細
は
塩
入
良
道
「
中
国
仏
教
に
於
け
る
礼
懺
と
仏
名
経
典
」（『
仏
教

思
想
史
論
集
結
城
教
授
頌
寿
記
念
』、大
蔵
出
版
、一
九
六
四
年
）、聖
凱
「
知
玄
与
『
三

昧
水
懺
』」（『
法
音
』
一
一
号
、
二
〇
〇
一
年
十
一
月
）、
楊
建
国
「『
慈
悲
三
昧
水
懺
』

再
探
」（『
法
音
』
八
号
、
二
〇
一
五
年
八
月
）
な
ど
参
照
。

（
6
）
注（
5
）聖
凱
氏
論
文
参
照
。

（
7
）
神
谷
勝
広
「
近
松
と
羅
山
編
『
徒
然
草
野
槌
』」（『
日
本
文
学
』
四
三
巻
、
一
九
九

四
年
九
月
）
参
照
。

（
8
）
『
野
槌
』
に
お
け
る
当
該
箇
所
に
つ
い
て
、『
伽
婢
子
』
巻
九
「
人
面
瘡
」
の
注
釈
（
松

田
修
等
校
注
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
伽
婢
子
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
福

田
安
典
「「
医
事
説
話
」
の
誕
生
と
成
長
」（『
近
世
文
学
史
研
究
第
一
巻
』、
ぺ
り
か
ん

社
、
二
〇
一
七
年
）
な
ど
に
は
言
及
が
あ
る
が
、
詳
し
い
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）
宮
田
尚
「『
冥
報
記
』
の
継
承
そ
の
二
：『
善
悪
現
験
報
応
編
』
を
中
心
に
」（『
日
本

文
学
研
究
』
第
二
五
巻
、
一
九
八
九
年
十
一
月
）

（
10
）
和
田
恭
幸
「『
堪
忍
記
』
の
性
格
」（『
近
世
文
藝
』
五
五
巻
、
一
九
九
二
年
）
な
ど

参
照
。

（
11
）
小
川
武
彦
「『
堪
忍
記
』
の
出
典
上
の
一
│
中
国
種
の
説
話
を
中
心
に
│
」（『
近
世

文
芸
研
究
と
評
論
』
十
号
、
一
九
七
五
年
）、
同
氏
「『
堪
忍
記
』
の
出
典
上
の
二
│
中
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国
種
の
説
話
を
中
心
に
│
」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
十
三
号
、
一
九
七
七
年
）、

前
田
金
五
郎
等
校
注
日
本
古
典
文
学
大
系
『
仮
名
草
子
集
』（
岩
波
書
店
、一
九
七
八
年
）、

谷
脇
理
史
等
校
注
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
仮
名
草
子
集
』（
小
学
館
、
一
九
九
九

年
）
な
ど
参
照
。

（
12
）
「
仙
仏
誌
」
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
は
不
明
で
、
呉
越
の
時
、
呉
越
王
に
経
を
講
ず

る
僧
が
人
面
癰
を
患
っ
た
話
は
、
今
で
は
『
迪
吉
録
』
及
び
そ
れ
を
引
く
明
代
の
『
雲

薖
淡
墨
』『
福
寿
全
書
』『
昨
非
庵
日
纂
』（
何
れ
も
全
四
庫
存
目
叢
書
所
収
）
と
い
っ

た
書
物
に
の
み
確
認
で
き
る
。

（
13
）
酒
井
忠
夫
『
増
補
中
国
善
書
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
袁
嘯
波
編

『
民
間
勧
善
書
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）、
陳
霞
『
道
教
勧
善
書
研
究
』（
巴

蜀
書
社
、
一
九
九
九
年
）、
遊
子
安
『
勧
化
金
箴
清
代
善
書
研
究
』（
天
津
人
民
出
版
社
、

一
九
九
九
年
）
な
ど
参
照
。

（
14
）
道
教
に
は
『
抱
朴
子
』
に
見
え
る
よ
う
な
司
命
信
仰
が
あ
る
。
ま
た
『
周
易
』
坤
・

坤
文
言
に
は
「
積p

善
之
家
、
必
有w

余
慶z

積w
不
善q
之
家
、
必
有w

余
殃q

」
と
あ
り
、

『
孟
子
』
梁
恵
王
下
に
も
「
苟
為p

善
、
後
世
子
孫
必
有w
王
者q

矣
」
と
あ
り
、
善
行
を

な
す
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
仏
教
の
伝
来
後
、
前
世
、
現
世
、
来
世
の
果
報
思
想

や
地
獄
の
世
界
観
な
ど
も
、
民
間
の
善
悪
報
応
思
想
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
注

（
13
）酒
井
忠
夫
氏
著
書
、
袁
嘯
波
氏
編
書
な
ど
参
照
。

（
15
）
注（
13
）酒
井
忠
夫
氏
著
書
参
照
。

（
16
）
注（
13
）酒
井
忠
夫
氏
著
書
参
照
。

（
17
）
注（
13
）酒
井
忠
夫
氏
著
書
、
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
、
名
古

屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム
な
ど
参
照
。

（
18
）
黄
昭
淵
『
中
国
善
書
の
受
容
と
怪
談
・
奇
談
の
展
開
│
仮
名
草
子
・
浮
世
草
子
を
中

心
に
│
』（
早
稲
田
大
学
博
士
論
文
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
19
）
木
村
迪
子
「
和
刻
本
仏
書
に
見
る
漢
籍
受
容
│
『
大
明
仁
孝
皇
后
勧
善
書
』
の
展
開

と
そ
の
翻
訳
に
注
目
し
て
│
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
第
四
十
四
回
国
際
日
本
文

学
研
究
集
会
予
稿
集
』（W

EB

版
）、
公
開
開
始
二
〇
二
一
年
五
月
、W

EB

の

U
RL

：w
w
w
.nijl.ac.jp/activity/im

g/44kokusai_yokou.pdf

、
最
終
ア
ク
セ
ス
は

二
〇
二
一
年
十
月
十
五
日
）

（
20
）
花
田
富
二
夫
「
近
世
初
期
三
教
思
想
の
一
資
料
『
勧
善
書
』
に
関
し
て
（
１

）」（『
教

養
・
文
化
論
集
』
一
一
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）、
同
氏
「
近
世
初
期
三
教
思
想
の
一

資
料
『
勧
善
書
』
に
関
し
て
（
２

）」（『
教
養
・
文
化
論
集
』
一
二
号
、
二
〇
一
二
年

三
月
）
参
照
。

（
21
）
仮
名
草
子
に
つ
い
て
諸
説
あ
る
が
、
野
田
寿
雄
氏
は
、
①
啓
蒙
教
訓
的
な
も
の
、
②

娯
楽
的
な
も
の
、
③
実
用
本
位
の
も
の
に
分
類
し
た
。
野
田
寿
雄
校
註
、
日
本
古
典
全

書
『
仮
名
草
子
集
上
』
解
説
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
〇
年
）
参
照
。
後
の
『
仮
名
草

子
集
』（
前
田
金
五
郎
等
校
注
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）

な
ど
は
概
ね
野
田
氏
の
説
に
従
っ
て
い
る
。

（
22
）
明
・
鄒
迪
光
『
勧
戒
図
説
』
は
内
閣
文
庫
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
な
ど
に
所

蔵
が
あ
り
、
清
・
朱
日
豊
重
輯
の
『
太
上
感
応
篇
図
説
』
は
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
、

東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
に
も
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。

（
23
）
注（
13
）酒
井
忠
夫
氏
著
書
参
照
。

（
24
）
石
門
心
学
の
三
教
合
一
の
特
徴
に
つ
い
て
、
三
枝
博
音
『
日
本
の
思
想
文
化
』（
第

一
書
房
、
一
九
三
七
年
）、
柴
田
実
「『
都
鄙
問
答
』
の
成
立
：
石
田
梅
岩
の
心
学
の
諸

典
拠
に
つ
い
て
」（『
史
林
』
三
九
巻
六
号
、
一
九
五
六
年
十
一
月
）、
中
尾
訓
生
「
梅

岩
思
想
に
つ
い
て
」（『
山
口
経
済
学
雑
誌
』
四
六
巻
四
号
、
一
九
九
八
年
七
月
）
な
ど

に
指
摘
が
あ
る
。

（
25
）
注（
13
）酒
井
忠
夫
氏
著
書
参
照
。




